
  

 

第１４３４回 例会 ２０２１年 (令和３年) １１月８日 

（ロータリー財団月間） 

 

前回（１１月１日）例会記録  

◇プログレス 原山  歩 副ＳＡＡ 

 

１．来客紹介 岡本 真太郎 親睦委員長 

  ゲスト：１名 地区外：０名 地区内：０名 合計：１名 

  ゲスト：米山奨学生 郭 鑫 君 

 

２．１１月お誕生月会員お祝い 

 

 小山 章松 会員 （１１月 ５日） 

 西村 文延 会員 （１１月２８日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 原山  歩 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「今日も楽しい」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ 卓 話  「日本人の旅について」 新川 晃生 会員 

・もみじ 

・ローレライ 

・村まつり 



 

３．会長の時間  宮原  彰 会長 

皆さん今日は。 

今日から 11月、今年もあと２ヶ月となりました。コロナの非常事態宣言も解除され、やっと普通の生活や経済活動に戻って 

来ましたが、この望ましい状態が続いて、うわさの第六波がどうか来ないように願いたいところです。 

11月は年間の季候の中で、冬を前にして秋晴れの爽やか日もあるでしょうし、紅葉もこれから見頃になって行きますが、 

観光地の人出も増えてきていますし、マスクなど予防対策はきちっとしていただきたいと思っています。 

11月のカレンダーを見てお気付きの通り、3日と 23日が祝日となっています。今年最後の祝日です。 

言うまでもなく 3日は文化の日、23日が勤労感謝の日ですが、両日の前身はどんな日だったか、覚えておられますで 

しょうか。勿論、私も思い出すのに時間がかかりました。 

思えば、今は理屈は要らない、お休みの日さえあれば何の日でもいいそんな感じですが、3日の文化の日は明治天皇の 

誕生日、23日の勤労感謝の日は新嘗祭（にいなめさい）でした。 

日本が戦後になって、戦前の国家神道の色彩をなくそうという事になったようです。 

1947年に国会で祝祭日の名称を選定しょうという事となり、23日の新たな名称はお米に感謝するのだから新穀際、生産 

感謝の日などがあったようですが、衆参合同委員会で勤労に感謝し、生産を祝い、国民が互いに感謝し合う勤労感謝の 

日となったそうです。文化の日は明治天皇の誕生日で天長節、明治説と言っていたと思います。 

23日の新嘗祭は天皇が新しく取れた米を神に供え自らも食された日と書かれています。 

今は抽象的な名称で何に感謝するのか、誰に感謝するのか、そこまで考えたりする人いないと思いますが、少し考えて 

みますと、両日とも大きな意味を持っていると思います。 

さて、新嘗祭のお米は、遡れば石器時代からお米を作ってきました。1万年以上前に、南方から中国や朝鮮半島を経て 

日本に渡ってきたお米を大切に育ててきました。 

お米を作るから集落が生まれる、気候風土に合った生活習慣が作られていったでしょうし、それが発展して文化となり工芸に

成ったりお祭りに成ったり、日本の歴史は有史以前から始まって、縄文時代があり、弥生時代には稲作が全国へ広がって 

行ったようです。数千年から１万年に及ぶ長い時代の米作りが、日常の生活から、地域の防災にも及ぶ基本の生産物で 

あるお米ですから、新嘗祭の名称で神にささげ、自らも感謝してお米を頂くという国家を挙げての広報記念日でもあった 

のだと思ったのですが、いかがでしょうか。 

今日の日本が世界に誇れる文化国家であるのは、お米から始まり文化となって高まっていった、言うなればお米文化の 

集積であると言えなくもないと思い、少しばかり述べさせて頂きました。 

ありがとうございました。 

 

４．委員会報告 

◎ 国際奉仕委員会 吉本  力 委員長 

八尾ロータリーとの共同でフィリピンへの奉仕活動を行うことについて、現在検討中ですが、１１月１５日の例会に 

八尾ロータリーの田中会長をはじめ４名の方々にご出席いただく予定となっております。その際には、皆様よろしく 

お願いいたします。それに先立ち、１１月１１日の夜に、八尾ロータリーの方々と顔合わせも兼ねてご面談させていただく 

ことになりました。当クラブからは、岩崎幹事、澤田会員、北野会員、吉本の４名で出席させていただきます。 

八尾ロータリーからは４名の方々にご出席いただきます。 

八尾ロータリーの方々とご相談させていただいた内容は、随時皆様にご報告させていただきます。 

 

５．ニコニコ報告  天野 大樹 親睦委員 

沖 会員・・・・岳父の一生に感謝。若き日、タッチフットボールの生徒の命を夏のグラウンドで見守り、看取りの後には、 

        医学生の為に献体、過日に兵庫医科大で慰霊祭が行われました。 

        これを記念し、べネファクターをさせていただきます。 



 

中西 会員・・・・このたびはおかげさまで大盛況のうちに開店７周年を迎えることができ、応援いただきました皆様に 

          今一度感謝、御礼を申し上げます。 

藤井、新川、岩崎、中井、岡野、俣野、清水、岡本（真）、坂本、天野、小山、井澤、中嶋、小島、原山、宮原、吉本、 

林、北野、山川、竹内、片岡、中村、岡本(茂)、洪、大嶋、大磯、 

各会員・・・・女子ゴルフ渋野日向子 劇的な逆転で今季２勝目 

小山、西村、両会員・・・・１１月お誕生月 

山川 会員・・・・１１月創立記念日 

山川、小山、中西、俣野、各会員・・・・１１月結婚記念日 

 

６．米山奨学金授与 米山奨学生 郭 鑫 君 

 

宮原会長より、米山奨学生の郭鑫君へ奨学金が授与されました。 

その後、簡単に近況報告をしていただきました。 

 

 

 

 

７．出席報告 清水 清一 副ＳＡＡ 

会員総数 ３８名 出席率計算会員数 ３８名 出席会員数 ３３名 出席率 ８７％ 

第１４３１回（１０月４日） 修正出席率 ９７％ 

 

８．卓  話  「私とゴルフのよもやま話」 井澤 武尚 会員 

 

２０２０年の始め頃からから、世の中は新型コロナウイルス感染症の話題に明け暮れて、 

早２年近くになろうとしています。この間、５度に亘る感染者の急増を受けて、外出の制限や

外食・飲酒の自粛など、昨年秋のＧＯ・ＴＯトラベル再開の期間を除いて、我々一般市民も 

感染症への不安を含めて大変窮屈な思いを強いられました。 

只、ここに来て９月末の緊急事態宣言解除の後は、心配していたリバウンドも今のところ 

起こっていないように感じられ、漸く普通の日常が戻りつつあるのかと、皆さんも正直ほっと 

しておられるのではないでしょうか？ 

本来なら昨年開催される筈の２０２０東京オリンピック・パラリンピックも１年間延期になって、

本年に１年遅れの２０２０大会が、多くの市民の不安と期待が入り交じる中で開催されましたが、いざ始まってからは大きな 

喜びと感動の毎日であったのは、私だけではなかったのではと思います。又、多くの会社員や学生が、長期間在宅での 

仕事や勉強を余儀なくされ、同僚や友人と直接会う機会も激減し、欲求不満の状態になった方も多かったのかなと思い 

ます。 

その反動もあったのか、近年減少傾向にあったゴルフが、ここに来て一時ほどではないにしろ、密かにブームの再来かと 

言われ始めています。郊外で青空の下、思い切り身体を動かせることが、こんなにもストレスを発散させることができるのかと、

改めて感じた次第です。 

勿論、市民ゴルファーにとって、コロナ禍だけがコースや練習場に足を運ぶきっかけだったのかと言うと、プロゴルファー

には大変失礼？な話で、やはり男女とも日本人プレーヤーの、しかも若手選手の台頭が大きな刺激になっています。 

男子では何と言っても松山英樹のマスターズ優勝（若手と言うには？）や、彼の後輩である金谷拓実、奈良県出身の木下 

稜介などが挙げられますが、やはり注目すべきは女子プロ。 



 

黄金世代と言われる勝みなみ、畑岡奈紗、大里桃子、渋野日向子、小祝さくらなど優勝戦線の最前線で覇を競っており、

彼女たちより更に若いプラチナ（ミレニアム）世代と言われる西村優菜、吉田優利、古江彩佳たちは２０歳そこそこで先輩の 

黄金世代の前に立ちはだかって、激しい上位争いに食い込んで来ています。更に加えて、彼らに続けと多くのアマチュア 

選手たちも目白押しです。 

何を隠そう私としても、これらの若手選手たちに注目していますが、彼らの活躍を支える下地として、多くの先輩プロゴル 

ファーの存在を忘れてはなりません。 

私自身も、過去から現在に至るまでそれこそ数多くのゴルフ好きの仲間や先輩、取引先の方々は勿論、有名外国人 

プロや日本人プロの方たちと同じコース、同じチームでラウンドを楽しみ、パーティーで交流することができました。 

５０年に及ぶ我がゴルフ人生、継続は力なりと言いますが、腕前は兎も角、多くの方たちと出会い、お近付きになることが 

出来たことは、公私共に今の私の血となり、肉となった大きな力であったと確信しています。 

そのいくつかのエピソードを、皆さんにお伝えしたいと思います。 

同組、同大会でプレーした主な外国人ゴルフプレーヤー 

※コリン・モンゴメリー(５８歳)スコットランド出身 

※アーニー・エルス(５１歳 )南アフリカ出身  

※リー・ウエストウッド(４８歳 )イングランド出身  

※リサロッテ・ノイマン(５５歳 )スウェーデン出身  

※ローリー・ケーン(５６歳 ) カナダ出身  

※マリア・ヨース(４８歳 ) スウェーデン出身  

※申・ジエ(３３歳 ) 韓国出身  

主な協賛ゴルフトーナメント 

 

女子ツアー 

※富士フイルム・スタジオアリス女子オープン                <アーニー・エルス選手とのツーショット 

※ニトリレディス                                    ２００８年ダンロップフェニックスにて> 

※ＴＯＴＯジャパンクラシック(ミズノクラシック、東レジャパンクラシック) 

 

男子ツアー 

※～全英への道～ミズノオープン 

※ダンロップ・フェニックス 

その他過去に協賛の大会(一例) 

※トーシンゴルフトーナメント 

※関西オープンゴルフ選手権 

※ダイヤモンドカップゴルフ 

※つるやオープン 

※パナソニックオープン 

主なメセナ活動  

※イザワ・クリスマスオープン・テニス 

※大阪市長杯・世界スーパージュニアテニス 

 ２０１０(平成２２)年～２０２１(令和３)年 

ゴルフ２０２１年度のトピックス 

※稲見萌寧  東京オリンピック銀メダル 

※松山英樹  マスターズ優勝  



 

※梶谷翼  オーガスタナショナルアマチュア優勝  

※中島啓太  パナソニックオープン優勝 (アマチュア世界ランク１位 ) 

※近年アマチュア選手の台頭が著しく、若手の成長に期待。 

※コロナ禍の中で、ゴルフ人気に復活の兆しか？ 

 ゴルフコースを始めゴルフ練習場にまで来客が戻りつつある。 

 

<ダンロップ・フェニックス歴代主な優勝者（  は同伴プレー）> 

金谷 拓実、今平 周吾、市原 弘大、宮里 優作、松山 英樹、武藤 俊憲、池田 勇太、横尾  要、片山 晋呉、 

尾崎 将司、中嶋 常幸、ブルックス・ケプカ、ルーク・ドナルド、エドアルド・モリナリ、イアン・ポールスター、 

タイガー・ウッズ、デービッド・デュバル、リー・ウエストウッド、トム・ワトソン、アーニー・エルス、セベ・バレステロス 

 

<ＴＯＴＯジャパンクラシック歴代主な優勝者（  は同伴プレー）> 

鈴木 愛、畑岡 奈紗、上田 桃子、小林 浩美、平瀬 真由美、森口 祐子、大迫 たつ子、申・ジエ、フォン・シャンシャン 

アン・ソンジュ、テレサ・ルーカリー・ウェブ、アニカ・ソレンスタム、ローリー・ケーン、マリア・ヨース、リサロッテ･ノイマン、 

ベッツィ･キング、パティ･シーハン、ナンシー･ロペス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆次回１１月１５日（月）例会予定 

・卓話：吉本会員 

1１月度理事会報告 

２０２１年1１月１日（月） 於：ホテル日航大阪 １３：３０～１４：３０ 

（議 案） 

【承認事項】 

1. 10月度会計報告→承認 

2. Ｒ財団特別寄付金について→承認 

3. 12/13（月）会員懇親会→日航ホテル開催 

会議の目的や趣旨の説明、事前の料理の確認が必要 

4. 22-23地区委員出向者推薦（11/12まで）→ガバナー補佐：小山会員、 

社会奉仕委員：澤田会員(3年目)、青少年奉仕委員：原山会員(1年目) 

５. 米山奨学生郭鑫君 11月から毎月２回例会参加について→再検討 

６. 新入会員→親睦委員に配属、歓迎会は 1月中 

７. 細則の変更について→継続検討 

 

【報告・討議事項】 

  1. 八尾RCとの国際奉仕活動案について 11/11(木)９名で打ち合わせ、11/15例会４名来訪 

   →継続検討 

  2. 新入会員イニシエーションは 12/20予定 

    3. 入会申込書フォーム変更について→次回理事会までに各自検討 

    4. シンガポールＲＣとのプロジェクトについて 

 


